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１ 研究主題

子どもたちが主体的に学ぶ授業ための教材開発

２ 研究の概要

４月２１日（火） 組織の構成・役割分担・事業計画の作成

１１月２４日（火） 研修会 「外国語活動授業の進め方」

伝達講習「ＣＡＮ－ＤＯリストの形での学習到達目標」を基

にした授業づくりのの視点

３ 研究の実際

（１）研修会

①研修テーマ 「外国語活動授業の進め方」

講師： Jeffery Cramer 様（インタラック 阿賀野市ＡＬＴ）

②内 容

外国語を指導する上で，小学校の段階では「英語はおもしろい」「海外に行って

みたい」などと，児童が外国語や外国に興味をもつことが大切であり，無理に外国

語を覚えさせようとすることではない。そのために，指導者は児童と一緒に外国語

を楽しみ，その姿を児童に見せることが大事

であることをお話しされた。

その具体的実践として，ゲームや他者との

交流を活用した様々なエクササイズを紹介し

ていただいた。研修を受ける先生方は，児童

の立場になりきって楽しく活動することがで

きた。英語力に自信がなくても，しっかり声

に出すことによって，相手に伝わることが楽

しくなってくる。その感覚を学習する児童に

も体験させたいと感じた。

（２）伝達講習

①テーマ 「ＣＡＮ－ＤＯリストの形での学習到達目標」を基にした授業づくり

の視点

伝達者：五十嵐 早苗 教諭（阿賀野市立京ヶ瀬小学校）

②内 容

英語教育の動向について，「国際共通語としての英語力向上のための５つの提言

と具体的施策」や「グローバル化に対応した英語教育改革実施計画」等を説明して

いただいた。これからの英語教育に向けて，学校職員に周知を図るとともに，今の

段階で準備できることを進めていく必要がある。

４ 成果と課題

現在行っている外国語活動の意義を体験を通して理解できた。児童が外国語に親し

みをもつことができるように，楽しく外国語の学習を進めることが大切である。しか

し，外国語活動（英語教育）の動向を考えると，外国語（英語）の教科化が図られ，

より一層外国語活動（英語教育）が重視される。そのために，現在の外国語活動のよ

さを継続しつつ，新たな外国語活動（英語教育）に向けて，情報を収集し準備をして

いく必要があると感じた。


